
研究留学のすすめ
 留学経験者へのインタビュー集
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しあわせキャリア支援センター
センター長　土佐 眞美子

2019年度に採択されました、文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現
イニシアティブ」（牽引型）では、女性研究者のキャリア継続と上位職登用を目標に、ライフイベントと仕
事の両立および女性研究者の研究力向上に関する様々な支援を行っています。その取り組みの一つに留学
の支援があります。研究者にとって留学は、研究力の向上のみならず、研究者としての幅を広げ、キャリ
アを豊かにする、ほかでは得難い経験になると考えます。コロナ禍にはありますが、留学の促進に向けて
今できる取り組みを国際交流センターと連携をしながら進めて参ります。この冊子が、研究者皆様のキャ
リアに「留学」という選択肢を加え、それを実現する一助となることを願っております。

しあわせキャリア支援センター　
留学支援担当　代表　石渡 明子（日本医科大学）

植木 美希（日本獣医生命科学大学）

近年、日本医科大学と日本獣医生命科学大学では海外留学をする研究者が減少傾向にあり、本事業では
女性研究者の研究力向上の一環として留学支援を行うことを盛り込みました。2019年に全学教員対象の
アンケート調査を行ったところ、海外留学時ご家族を帯同された研究者が多く、留学先も自分で見つけた
方が少なからずいたという状況の中でも、留学経験者は全員「留学が良い影響を及ぼしている」と回答し
ていました。一方留学未経験者にとって留学を妨げる要因として、留学中の育児への不安が多く挙げられ
たことも明らかになりました。

少しでも留学を考えている研究者の不安材料を掘り下げていく必要性を感じると同時に、まずは留学経
験者の生の声をお届けすることが、留学に対する心理的な障壁を取り除くことにつながるのではないかと
考え、今回９名の方にインタビューをさせていただきました。留学は研究力向上という面ももちろん持っ
ていますが、それだけではなく、国際感覚が身についたり、色々な職種の人がチームとなって一つの研究
を進めていく醍醐味を味わえたり、苦楽を共にし家族の絆が深くなるなどの側面も持っていることが分か
りました。

留学に興味がある方だけでなく是非多くの方がこの冊子を手にとって、留学生活を一緒に楽しんで頂け
たら幸いです。実はインタビュアーである私たちも数十年前の留学経験者で、インタビューをさせていた
だいたことで当時を懐かしく思い出し大変楽しい時間となりました。お忙しい中インタビューにご協力い
ただきました皆様には、改めて御礼申し上げます。

ご挨拶
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本事業では、全学教員を対象にしたアンケート結果を踏まえ、留学支援策とし
て、留学希望者に対し留学関連情報の提供体制を整備すること、留学経験者の
生の声を皆さんにお届けすることを掲げました。研究者の方々が留学への興味
関心を高め、留学を実現し、よりよい研究キャリアを築けることを私たちはサ
ポートしています。

留学支援アンケート結果

37.7歳

帯同家族の有無

あり：27名

なし：6名

男性：28名

女性：5名

性別留学時の平均年齢

アンケート実施期間：2020年8月17日〜8月31日　
対象者：日本医科大学、日本獣医生命科学大学の研究者で
2014年度〜2020年度に留学をした人と留学予定者66名
回答者：33名

子どもを帯同して
良かった?

子ども
帯同：配偶者のみ：6名 21名

帯同家族は？ （留学中の出産を含む）

1名：9名 2名：11名 3名：1名

帯同した子どもの人数（最年少0歳 最年長10歳）

留学中金銭面で
苦労はあった?

あり：24名

なし：９名

良かった：21名
100%

収入は?（複数回答可）

学校法人日本医科大学からの
給与（留学支援金を含む）

奨学金・
助成金など

留学先からの
給与

貯金・
その他 3名

11名

21名

27名
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あなたの背中を押す

留学経験者への
インタビュー集
留学を経験した皆様に、留学を思い立った経緯や準備したこと、
留学先での生活についてうかがいました。そこには、九人九色
の経験と思い出がありました。

インタビュアー：
石渡 明子、植木美希、小竹 佐知子、並木 香奈子、八島 詩織
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入局当初から、留学の希望を伝えていま
した。４年目に、夫のロンドン勤務が決ま
りました。そして、そのタイミングで主任
教授からロンドンへの留学のお話をいただ
きました。運命的なタイミングでしたが、
当時はまだ大学院４年で、学位、専門医取
得前で、留学するには早いのではと悩みま
した。しかし、貴重なチャンスだったため、
ありがたく行かせていただくことにいたし
ました。

留学先では、大学職員として研究漬けの
日々です。もともとの研究テーマとは異な
る題材を扱っていたうえ、ラボにはMDだ
けでなくPhDの方などがともに働いていま
した。日本とは異なる研究スタイルに、難
しさを感じたこともありますが、いろいろ
なバックグランドの人と研究をする醍醐味
を味わいました。

現地で一人で学校＆幼稚園探し

また、一度目の留学中出産し、二度目に
は、子どもが２人に増えました。上の子は
当時４歳、下の子は２歳。イギリスでは４
歳から義務教育が始まります。さしせまっ
た状況の中、現地ですべて一人で学校と幼

稚園探しをしました。当時、子どもたちは
まったく英語ができませんでしたが、１か
月もすると英語を話し出し、あっという間
にお友だちもでき……。大人が思う以上に、
子どもは柔軟で、強く育つのだと痛感させ
られました。

留学は私にとって貴重な経験

留学して、いちばん変わったのは、さま
ざまな固定観念がなくなったことです。こ
れまでは、働き方など「こうでなければな
らない」という考えにとらわれていたよう
に思います。しかし、留学先では同じグル
ープの方々が、自分のペースを守りながら
働いている。それぞれの役割があるのだと
気づかされました。

私にとって留学は、ダイバーシティを体
感する大変貴重な経験となりました。医局
で留学を希望されている先生がいらっしゃ
れば、私が留学で培ったことや研究のこと
などを積極的に情報共有するようにしてい
ます。

留学に適した時期とはお話をいただいた
タイミングだと思います。流れに身を任せ
て機会を生かしてください。

留学先：英国 インペリアル・カレッジ・ロンドン
留学期間：2012年10月-2014年6月、2018年4月-2020年7月
留学時年齢：29歳、35歳
所属：日医）付属病院　麻酔科・ペインクリニック
職位（留学時 / 留学先 / 現在）：病院講師/ A Part-time Academic Visiting Fellow /病院講師
帯同者：配偶者、お子さん2人（4歳、2歳）

貴重な機会をぜひ活かしてください。
子どもたちは大人の想像よりも
柔軟で強く育ちます。

Interview 01
岩崎 雅江 先生　

上）ラボでの実験風景。
中）所属ラボのある病院。
下）ロンドンでの学会発表。

あなたの背中を押す

留学経験者への
インタビュー集

インタビュアー：
石渡 明子、植木美希、小竹 佐知子、並木 香奈子、八島 詩織
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留学先：米国　パデュー大学
留学期間：2019年4月-2019年10月
留学時年齢：32歳
所属：日獣）獣医学部　獣医保健看護学科　臨床部門
職位（留学時 / 留学先 / 現在）：講師/Veterinary Nurse Externship/講師
帯同者：なし

進歩的な動物看護を体験し、
日米の違いを痛感。
未来の指針となる留学

Interview 02
小田 民美 先生

私は動物看護師をしています。日本獣医
生命科学大学に獣医保健看護学科が設置さ
れたのが2005年で、日本の獣医系大学に
動物看護の学科が設置された最初の大学で
す。私は第１期生として入学し、博士の学
位をいただいた第１号、同大学獣医学部の
動物看護師教員としても１号でした。現在
は、動物看護師の国家資格整備に関わる団
体で理事を務めています。そのため、動物
看護師が国家資格として認められている地
域で学びたいと考えていたんです。しかし、
入職当時は教員が不足していて、とうてい
大学を離れられる状況ではありませんでし
た。徐々に動物看護師教員が増え、仕事が
分担できるようになり、32歳のときによ
うやく留学に行けることになりました。

留学先は、アメリカで獣医学科と動物看
護学科を併設しているいちばん歴史のある
パデュー大学です。

パデュー大学には、日本人の獣医師の先
生が３名いらっしゃって、そのうち1名は
日本獣医生命科学大学卒業の先輩でもあっ
たので、たくさんフォローしていただきな
がら留学生活を送ることができました。

パデュー大学は街全体が大学施設のよう

になっていて、薬局も小さなマーケットも
何でもあって、大学関係者は無料でバスに
乗車して回ることができます。食事は自炊
がメインで炊飯器でたくさんお米を炊きま
したし、ホームパーティーもしていました。

日米の動物福祉・動物愛護の違いに戸惑う

日本とアメリカで、動物の飼い主家族が
求める獣医療が大きく違うことに戸惑いも
ありました。実際に安楽死の現場に何度か
立ち会って、その考え方の違いを目の当た
りにして当初大きなショックを受けたのを
覚えています。このことを理解するには時
間がかかりましたが、根底にある動物を大
切に思う気持ちが同じであることや、アメ
リカでの動物の社会的な存在・価値、そし
て人々が「健康」「病気」をどのように捉
えているのかという所まで教えていただき、
大変勉強になりました。

動物看護の分野は、日本ではまだ発展途
上。国家資格化されている国では、動物看
護師たちが生涯を通して働ける環境が整っ
ています。もうまもなく、日本でも国家資
格を持った動物看護師が誕生しますが、早
くこのような時代が訪れることを願います。

上）現地学生と留学生との交流会。中）多くのこと
を学ばせてもらった大学付属病院での診療。下）お
世話になったスーパーバイザーとの2ショット。
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私は、医師になって最初の４年間、臨床
を始める前に血管再生の基礎研究をしてい
たんですね。その後臨床医を続けながらも、
どこかでまた研究をもう一度やりたいとい
う思いがありました。また、家族にとって
も海外経験は大切だと思い、留学希望を上
司に伝えました。

しばらくして、再生医療を応用した人工
血管に関する研究をしているラボの紹介を
受け、そちらに決めました。もう一つの決
め手はエール大学というブランド力もあり
ます。ただその後、ボスがオハイオ州立大
学に異動になり、悩みましたがついていく
ことになりました。

留学先では有給であることがベター

私は当初、留学先で無給でしたが、やは
り有給のほうが良いと思います。無給だと
身分保障が難しく、車の購入やクレジット
カードの作成、家を借りることなどに苦労
しますから。

幸い私は大学の助手枠を持って留学した
ので給与がフルではないですが出ましたし、
財団の留学助成があったのでなんとかなり
ました。さらに、オハイオに異動してから

は有給となったため、経済状況はさらによ
くなりました。無給のままなら、2年で帰
国する予定でした。

子育てのしやすさは、働きやすさに比例

現地の生活はとても良かったと思います。
妻と子を帯同しましたが、比較的日本人の
多い地域に住んでいたため、幼稚園探しは
そう大変ではなかったです。現地校に通っ
た子どもたちも最初はつらそうでしたが、
慣れてしまえば問題ありませんでした。子
育てするには日本以上に良い環境だったと
思います。英語の習得もあっという間でし
たね。

教育費は日本より安く、東京の１／３程
度といった印象で、習い事をさせる余裕が
あったくらいです。

さらに、研究室は、研究の時はもちろん
みんな一生懸命なんですが、夏休みやクリ
スマスには２週間という長期休暇があるん
です。僕自身も日本にいるときよりも家族
と過ごす時間が増えました。

女性と子どもが生活しやすい社会は、男
性にとっても働きやすい環境でもあるのだ
と気づかされる経験でした。

留学先：米国　オハイオ州立大学 Nationwide 子供病院
留学期間：2012年9月-2015年3月
留学時年齢：37歳
所属：日医）付属病院　第一内科 （現在：循環器内科）
職位（留学時 / 留学先 / 帰国時 / 現在）：助教/Postdoctoral fellow/助教/講師
帯同者：配偶者、お子さん2人（7歳、4歳）

子育て環境が充実。
女性にやさしい社会は、
男性にもやさしい社会と実感

Interview 03
太良 修平 先生　

上）アリゾナ州セドナへの家族旅行。
中）留学先のオハイオ州立大学 Nationwide 
子供病院。下）　自宅前で家族と。
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留学先：米国　イリノイ大学シカゴ校薬学部創薬科学部門
留学期間：2017年4月-2019年3月
留学時年齢：45歳
所属：日医）多摩永山病院　乳腺科
職位（留学時 / 留学先 / 現在）：講師/ Exchange Visitor /講師
帯同者：配偶者、お子さん1人（10歳）

家族と過ごす時間を増やすため、
研究留学を選択。研究指導ができ、
大学で新たな役割を担うように。

Interview 04
柳原 恵子 先生

私は基礎研究の経験がなく、留学を希望
していませんでした。留学のきっかけは、
教授からのすすめです。長年臨床をやって
いたのですが、教授から基礎研究をもう少
しできるようになった方が良いとアドバイ
スをいただき、留学の提案を受けました。
はじめはお断りしていたのですが「家族と
過ごす時間が増える」と言われ、それなら
行ってみようと思いました。留学期間は２
年。学べたことは多くありますが、あと１
年あればもう少し研究は進んだと思います。

子どもにとっても貴重な時間に

留学する場合、子どものことがいちばん
心配だと思います。私の場合、子どもは現
地の公立校に通っていました。事前に学校
のことは調べておき、現地で問い合わせた
ところ、夜６時までやっているアフタース
クールについても案内を受けました。金額
は月360ドル。シッターを利用すれば、か
なりの高額になっていたのでとても助かり
ました。ただ、学校は休みが多く、どうし
ようもない時に、ラボに連れて行ったこと
もあります。また、金銭的な心配も絶えず、
ラボのボスが私の状況を考慮して、途中か

ら給与をいただけるようになりました。
現地の生活で良かったことは、日本人に

対して友好的だったこと。子どももあっと
いう間に友だちを作りました。また、子ど
もの英語力も２年経つとかなりのものです。
いまでは、日本よりもアメリカの方が好き
だと言うので、とても楽しかったのだと思
います。住まいも快適で、ラボも子どもの
学校も徒歩圏内、車も不要でした。近くに
は公園、博物館など休日に子どもと過ごせ
る場所が多く、生活を楽しめました。

留学は早めに行ったほうが良い

留学に行ったことで、後輩の研究を指導
できるようになったことはとても良かった
と思います。研究施設である大学に在籍し
ている限りは、そういった役割は大事だと
思いますので。ただ、長年診てきた患者さ
んと離れてしまうというのは、その間治療
も変わりますし、患者さんにも迷惑をかけ
るという点もあるので、留学は若手のうち
に行ったほうが良いのではと思います。

また、貯金はもちろん、子どもの休校日
の対応をラボと話しておくなど、事前の準
備は念入りに行ってください。

上）シカゴのダウンタウンの中心部にあるミレニア
ムパークにて。娘と夫。中）娘が参加したサマーキ
ャンプ。下）武井教授と娘と私。シカゴにて。
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もともと、自分のキャリアの中で留学は
あまり考えていなかったんですが、その意
識が変わったのは、入局6年目にヨーロッ
パ心臓病学会に参加したことがきっかけで
す。日本よりも進歩的なカテーテルデバイ
スを見るとともに、多くの発表を聞いて、
大きな衝撃を受けました。進歩的な国で学
びたいと、急に留学を思い立ちました。周
囲にも「留学へ行きたい」と表明するよう
になりました。希望は絶対に口にすべきだ
と思います。先生方が引っ張ってくれます
から。

心臓カテーテルの分野では、ヨーロッパ
が発展しています。僕もイタリアへの研究
留学を検討しましたが、留学の許可をもら
ったイタリアのラボは無給で、かつイタリ
ア語を使用しなければいけない。悩んでい
たとき、医局の先生から有給で働けるアメ
リカの研究所をご紹介いただき、チャンス
だと思い決めました。留学はタイミングと
か運とか縁とか恩とかいろいろなものが関
係するので。

いろいろな人に出会い、視野が広がった

オハイオ州は人口の82%が白人なんです

が、留学中人種差別はまったく感じません
でした。ただ英語は留学前にもう少し勉強
していけば良かったと思います。僕は人に
対してガツガツ行く方ではないということ
もあるんですが、語学力のせいで別の人に
仕事が回ることもあって悔しい思いもしま
した。

また６歳と２歳の子どもを一緒に連れて
いきましたが、アメリカでは小学校の学費
は安いものの幼児教育がとても高いんです。
下の子は教会が運営している幼稚園へ週3
回通っていましたが、かなりの出費になり
ました。

金銭面や語学力で苦労した部分はあるん
ですが、結局留学して良かったのか聞かれ
たら「良かった」と即答です。とにかく世
界観が変わりました。いろいろな考え方の
人に触れて視野が広がりましたし、もちろ
ん研究する中で多くの知識を得ることがで
きました。また、日本では絶対になかった
家族との時間が持て、つらかったこともあ
りますが、良かったなと思えます。

今でも留学前任者と多施設共同で科研費
も獲得して、研究を継続できています。今
後も多くの人に挑戦してほしいです。

留学先：米国　オハイオ州立大学 Nationwide 子供病院
留学期間：2015年4月-2017年8月
帯同者：配偶者、お子さん2人（6歳、2歳）
所属：日医・付属・循環器内科→心臓血管集中治療科(2020年9月より)
留学時年齢：39歳
職位：（留学時 / 留学先 / 現在）：助教/ Postdoctoral Scientist /病院講師

苦労もあったが、良かったと思える。
早くから留学希望を表明し、
先輩方が引っ張ってくれた

Interview 05
宮地 秀樹 先生

上）ラボのフェアウェルパーティ。
中）Angio live出演。
下）自宅周辺。緑豊かな場所だった。
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留学先：米国　テキサス大学サウスウェスタンメディカルセンター
留学期間：2013年5月-2014年6月
留学時年齢：35歳
所属：日獣）獣医内科学
職位（留学時 / 留学先 / 現在）：助教/visiting instructor/准教授
帯同者：配偶者、お子さん１人（3歳）

金銭面の不安は、
留学援助金で解消。
研究に専念できた１年

Interview 06
手嶋 隆洋 先生

教員になって2年目に、留学のお話をい
ただきました。お話をいただいて４〜 5か
月後に現地入りしたのですが、準備したり
調べたりする期間がなかったことが、逆に
踏ん切りがついて思い切って行けたのかな
と思います。

それほど英語を話せるわけではなかった
のですが、ラボでは共通の話題が多いので
たとえ専門用語が出ても、とくに困りませ
んでした。

留学時の金銭事情は、多くの方が気にさ
れるところだと思います。

私の場合、留学先のテキサスは物価がそ
れほど高くなかったため、生活費は日本医
科大学（日本獣医生命科学大学）からの基
本給でほぼまかなうことができました。ま
た、子どもは協会に併設されているプリス
クールに通っていたので、学費がかからな
かったこともあり、いろいろと恵まれた環
境で生活することができました。

テキサスの大学には日本人が50 〜 60名
ほど働いていました。今でもたまに会って
います。妻は、同じアパートに住む日本人
と知り合いになり、そこからネットワーク
を広げ、2年目もテキサスに居たいと言う

ほど、現地での生活を楽しんでいました。

日本と異なる研究環境

生活環境が整えられたおかげで、私自身、
研究に専念することができました。向こう
の働き方はかなり柔軟で、朝早く来て昼過
ぎに帰る方がいたり、その逆も。研究に対
しての考え方は日本と比べてすごくドライ
なので、スケジュールは自己管理が基本で
した。ただ、求められた研究成果を出すの
は絶対条件ですが。

テキサスでの研究テーマは、日本でのも
のとまったく異なります。それでも、研究
の組み立て方やアプローチの仕方など、学
ぶ点は多かった。プラスになることばかり
でした。日本の大学と、現地のシステムの
違いも興味深かったです。私は、日本では
助教(当時)という立場なので、授業、研究、
診療の３つを行っています。でも、テキサ
スだと、どれかひとつに専念するのが普通。
日本での仕事内容を現地の方に伝えると、
いつも驚かれました（笑）。

留学でほんとうに多くのことを学びまし
た。向こうでの経験を、日本での研究に生
かしていきたいと思っています。

上）留学先のサウスウエスタンメディカルセンター。
中）暮らしていたアパートメント。下）アーリント
にある野球場、グローブライフ・パーク・イン・ア
ーリントンで野球観戦。
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私は5年目の専門医取得後に、鼻の手術
を専門に行っていたのですが、手術が上手
な先輩方を見ていると、同じ道に進んでも
追いつけないと感じていました。一方、鼻
づまりや鼻水などの症状はある程度改善が
望めるのに対して、嗅覚は必ずしも治るわ
けではないということから「嗅覚障害」に
興味を持ちました。しかし、嗅覚を研究さ
れている先輩方が全国的に少ないことが分
かりました。

論文検索の過程で、Resarchgateという
サイトにたどり着き、海外の有名な先生方
に論文のリクエストをしていたら、レスポ
ンスの早い教授が、メーリングリストを作
り、毎週嗅覚系の最新論文、勉強会などの
情報を送ってくださいました。この方は嗅
覚研究の第一人者で、ドイツの勉強会に夏
休みを利用して参加し、お会いできました。

６か月という短期留学のメリットも

このころ入局10年目。10年目というと、
男性は開業、女性は出産や育児でやめる方
が多い時期で、私にとっても一つの岐路の
時期でした。何も研究していないと伝えた
ところ、研究テーマはたくさんあると、ド

イツのドレスデン工科大学への留学のお話
をいただきました。当時所属していた北総
病院でお話ししたところ、せっかくの機会
だからと背中を押して下さいました。半年
という短期であったことで、医局内の調整
もつけやすかったのだと思います。

６か月の留学でしたが、私にはちょうど
良かったと思います。研究室のボスは仕事
のペースが早く、次から次へと仕事が舞い
込んできました。やっとデータ解析を終わ
らせたら「次はこれ」と渡される。それま
で私は、研究をまったくしたことがなかっ
たので、最後の１か月は、帰国までに仕事
が終わるだろうかと頭を抱えていました。

短期の留学だと、受け入れ体制が整って
いない場合もあるかもしれません。私の場
合、留学前のボスとのやりとりで手違いが
あり、寮があると思って現地入りしたらな
く、ホームレスになりかけました。ただ、
６か月なので、銀行口座も作らず、生活環
境のセットアップはミニマムですみました。

留学中は大変なこともありましたが、勉
強の機会をいただけたことで、学位の取得
にもつながりました。今後の研究や診療に
学んできたことを活かしていきたいです。

留学先：ドイツ連邦共和国　ドレスデン工科大学 Smell and taste clinic
留学期間：2019年7月-2019年12月
留学時年齢：35歳
所属：日医）千葉北総病院　耳鼻咽喉科（帰国後付属病院・耳鼻咽喉科）
職位（留学時 / 留学先 / 現在）：助教/research fellow/助教
帯同者：なし

入局10年目。
キャリアの岐路での留学で、
突き進む道が見つかった

Interview 07
吉野 綾穂 先生

上）教授のお誕生日会（中庭にて）。
中）ラボで主催したサマースクール準備の様子。
下）研究室のある建物前で。
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留学先：米国　ミシガン大学 歯学部
留学期間：2016年9月-2017年8月
留学時年齢：38歳
所属：日獣）基礎獣医学部門 形態機能学分野　(現在：　獣医生理学研究室)
職位（留学時 / 留学先 / 現在）：准教授/Research Scholar/准教授
帯同者：配偶者、お子さん１人（0歳）

風通しのいい環境での研究
その後の研究や思考法に
いい影響を与えてもらった

Interview 08
片山 健太郎 先生

留学を意識するようになったのは、35
歳ごろからです。そこで自ら留学先を探し
はじめたのですが、なかなか見つからず…
…。最終的には、大学院時代の指導教授に
ご紹介いただいて、ミシガン大学歯学部の
研究所に行くことになりました。歯学分野
では、動物を使った骨や軟骨の形成につい
ての研究が多く行われています。その研究
に動物発生学の知識が役立つのです。

日本では大学の授業を受け持っていまし
たが、留学経験者の同僚が留学中の代役を
快く引き受けてくれました。

妻の夢を一つ、叶えることができた

もともとは「外をみてみたい」「西洋的
な研究アプローチを学びたい」というのが、
留学のモチベーションでした。しかし、留
学先のボスは、現地でサバイブしてきた、
ホットでロジカルな日本人。研究所は、競
争的でドライな環境だったと言えます。そ
のため、留学当初は落ち込むことが少なか
らずありましたが、つらくなっても帰る場
所（日獣）があるということは精神的な支
えになったと思います。一方で西洋のロジ
カルな考え方や、日本と異なる研究計画の

たて方など、学ぶ点も多かったです。
生活費は日本医科大学からの基本給でま

かないました。また助成金をいただけたの
で大変助かりました。

妻はもともと英語圏での生活に憧れがあ
りました。その夢を一つ叶えてあげられた
のは良かったかなと思います。

現地では、牧師さんがやっている日本人
向け英会話教室で、同じぐらいの年齢の子
どもを持つ日本人のコミュニティに入り、
いろいろな情報をもらっていました。

私は留学先で、さまざまな可能性やスト
ーリーを作った上でどんな研究者をラボに
巻き込むか……というような研究の組み立
て方を学びました。留学先はとても風通し
が良かったので、必要があればほかのラボ
の研究者に声をかけて進めていく。日本で
もそういう働きかけはしていくべきだなと。

その経験から研究や論文の組み立て方な
ど具体的な動きは前とは変ったと思います。
帰国後数年経ち、留学生活を客観的に見る
ことができ良い経験だったと言えます。

現在、海外との共同研究が増えてきてい
ます。長期の留学だけでなく、海外を行き
来できる制度ができれば良いなと思います。

上）休暇で訪れたミシガン湖辺りの砂丘。
中）ダウンタウンでのフェスティバル。
下）留学先のミシガン大学歯学部。
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留学に関しては、医学部に入る前から意
識していました。研修医３年目で日医大の
大学院に入り、おもに大腸の病理について
研究をしました。大学院を卒業後は千葉北
総病院に移り、内視鏡治療に加え化学療法
なども行うようになりました。臨床経験を
積み各種専門医資格を取得。さらに自らの
研究分野を深めたいと思い、留学させてい
ただきました。留学先は日本人の荻野教授
がPIのラボで、大規模コホートを用いて大
腸腫瘍について研究をしています。

留学前には研究室と現地の下見を！

最初単身で渡米し、３か月後に妻と３人
の子が来てくれました。渡米後に子どもが
もう一人増えました。留学中のいちばんの
悩みはお金です。ボストンは物価が高く、
なにかとお金がかかります。日本医大の助
成金にはだいぶ助けられました。

ボストンは車が無くても生活できますが、
やはり車はあると便利です。こうした事は、
ボストンにいる知人から事前に聞いてはお
りましたが、生活環境は実際に現地に行っ
てみないと分からないこともあります。御
家族一緒での留学を考えていらっしゃる先

生はとくに、現地に下見に行くことをおす
すめします。ラボの見学をして雰囲気を知
ることもできます。私の場合は、渡米前年
にラボ主催の研究会に参加しました。

語学を磨いて、研究留学に備えよう

妻も医師として働いていたため、当初は
日本で仕事を続けたいと言われました。し
かし、いざこちらに来てみると、妻のほう
が楽しんでいます。ボストンはとても良い
街ですし、子どもと過ごす時間が増えたこ
とが良かったようです。また、子どもも英
語を話せるようになってきていて、その成
長が私としてもうれしいです。留学を通し
て、日本ではおそらくできなかった多くの
事を経験できたと感じています。

留学を考えている先生方は、事前に各種
準備する事をおすすめします。英語が堪能
であれば、その分留学中のチャンスが増え
ます。業績もあるに越したことはありませ
ん。貯金も十分あった方がいいでしょう。
計画的に準備して留学に臨んでください。

最後に、留学する機会を頂いた岩切教授
はじめ、消化器内科の先生方に感謝申し上
げます。

留学先：米国　ハーバードメディカルスクール、ブリガム・アンド・ウィメンズ病院
留学期間：2019/4月-（現在留学中）
所属：日医）千葉北総病院　消化器内科
職位（留学時 / 留学先 / 現在）：助教/ Research Fellow /-
帯同者：配偶者、お子さん4人

留学前に、
研究室と現地の下見をすると安心
家族の暮らしと、働くイメージを

Interview 09
秋元 直彦 先生

上）Longwood Medical Areaの至る所で、毎日の
ように錚々たる研究者の講演会が開かれていた。　
中）ラボ前のHarvard Medical SchoolのGordon 
Hall。下）Charles Riverとボストンの街並み。
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留学経験者からのアドバイス

準備
貯金しておくことはもちろんですが、女性
が留学する場合は子どもの学校への送迎が
必要だったり、12歳未満の子どものみで
留守番させてはいけないなど、子どもの休
校日にどのように対応するか、前もってラ
ボと相談した方がいいと思います。家賃は
高額で、シッターも高額、収入は少なく、
費用面で心配が絶えませんでした。

配偶者のキャリアパスも考えると数年前か
ら計画を立てる事が必要。

各種の留学奨学金へのapplyを考えると可
能であれば1年以上前に留学決定している
のが望ましい。

留学助成金のアプライはできるだけした方
がよいです。

貯金は十分しておくといいと思います。留
学前に下見をしておくとイメージがつきや
すいです。

留学希望を上長に願い出てから実際に行け
るまで、準備にかなり時間を要した（2年）
ため、何事も早め早めに準備を進めるのが
良いと思います。

お金を貯めて下さい。

社会保障、身分保障の点から、（帯同家族
がいる場合は特に）留学先から給料が支払
われる条件で留学されたほうが良いと思い
ます。

金銭的な余裕があることと留学先の語学習
得をしておくことをおすすめします。

興味のある分野に関して日頃からリサーチ
しておくこと。またその分野の研究で実績
のある研究室に、休暇を利用して事前に訪
問しておくと留学のチャンスがつかみやす
いと思います。

留学のための助成金の多くで年齢制限が設
けられているので、遅くとも30歳くらい
から計画的に留学への準備を始めたほうが
良いと思う。

まず研究費、助成金はとったほうがいい。　
給与が出る場所を選ぶ。留学前に十分な貯
蓄　英語のレッスンをしていく。先方のラ
ボのボスと留学前から入念な研究内容の相
談が必要→言葉の壁がありset upまで時
間がかなりかかる、今回のようなコロナ感
染で仕事にならないことなど予期せぬこと
もあり何もせず帰国ということになりかね
ない。　

役に立った情報
事前の情報収集が大事。blogや現地知人
のコネクションを可能な限り多く探すなど。

留学先にいる日本人の方に、街の情報など
をもらっておくことが重要。治安の悪い居
住区などを教わっておくことが大事だと思
います。

心がまえ
留学先で日本人留学生同士と連んでもあま
り良いことはありません。現地の方々とし
っかり付き合いながら、生活の基盤を整え

て仕事をしていくことが大切だと思います。

留学前の準備は、お金と健康のみでよいと
思います。どんなに準備しても結局、必ず
準備不足な点はでてきます。それを何とか
頑張るのが留学の醍醐味でもあります。

積極性、留学先との相性、楽しむ気持ちは
非常に重要だと思います。

メッセージ
貴重な機会をぜひ活かしてください。子ど
もたちは大人の想像よりも柔軟で強く育ち
ます。

家族と行くことは自分だけでなく家族の貴
重な経験ともなると思います。

配偶者や子連れの方が留学先での人間関係
を広げやすい。

家族で一緒に異文化を楽しみ苦労できるこ
とが、大きな喜びになると思います。

学術交流はもちろんですが、家族とともに
海外の文化や社会的な価値観の相違に触れ
ることができ大変有意義な留学となりまし
た。天候やコロナウイルスの影響など不確
定な現況と思いますが、多くの先生方に是
非チャレンジしていただきたいです。

いろいろ不安はあると思いますが、まずは
一歩を踏み出すことが大事だと思います。
その一歩を踏み出せるかどうかが一番、エ
ネルギーを必要とすることかと思います。

家族帯同をすすめる。

さまざまなライフステージで、留学を経験した先輩たち。
自分なりに考え、一歩を踏み出した先輩たちからのアドバイスです。

（日本医科大学、日本獣医生命科学大学の研究者で2014年度〜2020年度に留学をした人と留学予定者　66名を対象に実施したアンケートから）
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お問い合わせ

情報提供

学校法人日本医科大学
しあわせキャリア支援センター

〒113-8602　
東京都文京区千駄木1-1-5 日本医科大学図書館1階
TEL：03-3822-2131　
FAX：03-5814-6986
E-mail：app-shien@nms.ac.jp
https://www.nms.ac.jp/shien/

支援制度の詳細は
https://one-health.jp/

助成金（奨学金）、
現地での生活などに関する情報を、
提供しています。
https://one-health.jp/support/supportcat/support_abroad/
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